
『横須賀市教育史＜昭和後期～平成＞』の刊行について 

 

 

１ 編纂・刊行の目的 

平成５年（1993 年）12 月に、江戸末期より第２次世界大戦終了までを対象とした『横

須賀市教育史』を刊行、昭和 44 年（1969 年）３月、戦後から昭和 43 年（1968 年）まで

の『戦後横須賀教育史』を刊行し、今回の『横須賀市教育史＜昭和後期～平成＞』はその

続編となります。 

学習指導要領の変遷を的確にたどり、教育のあり方がどう変化してきたのかを客観的に

捉えることが、これからの横須賀の教育を考える上で重要な資料となると考え作成しま 

した。 

 

２ 本教育史の構成 

  本教育史は、昭和 43年（1968年）から平成 31年（2019年）までの約 50年間をほぼ 10

年ごとに区切り、第Ⅰ期から第Ⅴ期に分けて編集しています。また、第Ⅰ期までの流れが

わかるように、第Ⅰ期以前の事柄を「第０期」として編集しています。 

 

  第０期 昭和 42年（1967年）以前 

  第Ⅰ期 昭和 43年（1968年）～昭和 51年（1976年） 

  第Ⅱ期 昭和 52年（1977年）～昭和 63年（1988年） 

  第Ⅲ期 平成 元 年（1989年）～平成９年（1997年） 

  第Ⅳ期 平成 10年（1998年）～平成 19年（2007年） 

  第Ⅴ期 平成 20年（2008年）～平成 31年（2019年） 

 

３．本教育史に収録されている内容 

本教育史は、それぞれの時期ごとに、「１．学習指導要領の内容」、「２．行政として

 の視点から」、「３．横須賀の特徴 ～学校現場から～」に分けて内容を整理しています。

 また、資料編には全ての時期に関わる事柄を、資料として掲載しています。 
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